
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今
ことし

年の秋
あき

のお出
で

かけ企
き

画
かく

は、「長居
な が い

植物
しょくぶつ

園
えん

」に行きます。長居
な が い

植物
しょくぶつ

園
えん

では、毎年
まいとし

10月
がつ

に「ロー

ズウィーク」として、バラの花
はな

を取
と

り扱
あつか

ったイベントをおこなっていますが、今
こん

回
かい

はその後
ご

の 植
しょく

物
ぶつ

園
えん

に行
い

こうと思
おも

います！ 

落
お

ち着
つ

いた秋
あき

の風
ふう

景
けい

を楽
たの

しみながら、みんなでお昼
ひる

ご飯
はん

を食
た

べましょう！ 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  



 
 

 

職 員
しょくいん

、ボランティア、実
じっ

習
しゅう

生
せい

等
とう

との連
れん

絡
らく

先
さき

の交
こう

換
かん

はしない 

当
とう

センターの利
り

用
よう

時
じ

間
かん

外
がい

における、利
り

用
よう

者
しゃ

間
かん

の個
こ

人
じん

的
てき

な 

関係
かんけい

において、様
さま

々
ざま

な問
もん

題
だい

が発
はっ

生
せい

する 状
じょう

況
きょう

もみられる 

ため、連
れん

絡
らく

先
さき

の交
こう

換
かん

などは慎
しん

重
ちょう

におこない、お互
たが

いに 

節度
せ つ ど

をもった関
かん

係
けい

を大
たい

切
せつ

にすること 
 9月 21日（土）の「サロンミーティング」では連

れん

絡
らく

先
さき

の交
こう

換
かん

など、人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

や友
ゆう

人
じん

関
かん

係
けい

につい

て、話
はな

し合
あ

われました。まずは、「なんでこんなルールができたのだろうか？」というところから話
はなし

がスタートしました。 

 「お互
たが

いの生
せい

活
かつ

があり、良
よ

かれと思
おも

っても相
あい

手
て

の迷
めい

惑
わく

になることもある

ので、一
いっ

定
てい

の線
せん

引
び

きが必
ひつ

要
よう

だから。」といった意見
い け ん

がある一方
いっぽう

で、「ふうが

に限
かぎ

らず、こうしたルールは他
ほか

の地
ち

活
かつ

センターにもあるけど、そもそも何
なん

で

こんなルールがあるのか？出
で

会
あ

いの形
かたち

は様
さま

々
ざま

で、ここから始
はじ

まる関
かん

係
けい

もあ

るのではないのか？」といった意見
い け ん

も出
だ

されました。 

 続
つづ

いて、『連
れん

絡
らく

先
さき

の交
こう

換
かん

』によって引
ひ

き起
お

こされるトラブルについて、み

んなで 考
かんが

えました。 

「早
そう

朝
ちょう

・深
しん

夜
や

にかけてくる電話
で ん わ

は睡眠
すいみん

妨害
ぼうがい

になる。」、「同
おな

じ人
ひと

から何
なん

度
ど

も電
でん

話
わ

がかかってくる。」などの意見
い け ん

がありました。 

 そんな『トラブル』をどのように回避
か い ひ

するか、そのテクニックや方法
ほうほう

について、みなさんの意見
い け ん

を聞
き

かせていただきました。「何度
な ん ど

も電話
で ん わ

がかかってきて嫌
いや

な場
ば

合
あい

は着
ちゃく

信
しん

拒
きょ

否
ひ

にする。」、「何度
な ん ど

も

かけないでください、と 直
ちょく

接
せつ

お伝
つた

えする。」などの意見
い け ん

がある

一方
いっぽう

で、何度
な ん ど

も電話
で ん わ

をかけてしまう人
ひと

の気
き

持
も

ちを考
かんが

えよう、と

なりました。 

 自
じ

分
ぶん

では何
なに

も意
い

識
しき

していなくても、相
あい

手
て

がどう思
おも

っているか、

を考
かんが

える必
ひつ

要
よう

があります。そこで出
だ

された意
い

見
けん

は「用件
ようけん

を留
る

守
す

番
ばん

電
でん

話
わ

にのこす。」、「メールで伝
つた

えるようにする」などありました。

また、一度
い ち ど

かけた電話
で ん わ

に相手
あ い て

が出
で

なかったら、不安
ふ あ ん

になってつい

何度
な ん ど

もかけてしまう、との気持
き も

ちも教
おし

えていただきました。 

 

 



事
じ

業
ぎょう

所
しょ

内
ない

での携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

などでの大
おお

声
ごえ

での通
つう

話
わ

や、動
どう

画
が

や音
おん

楽
がく

を 

流
なが

す行
こう

為
い

はしないこと 

※（動
どう

画
が

や音
おん

楽
がく

を鑑
かん

賞
しょう

される場
ば

合
あい

はイヤホンを使
し

用
よう

するなど他
た

の 

ご利
り

用
よう

者
しゃ

に配
はい

慮
りょ

すること） 

 9月 28日（土）の「サロンミーティング」では、サロン内
ない

で

の『音
おと

』
」

に関
かん

するマナーやルールについて話
はな

し合
あ

われました。

このルールについては、「 昔
むかし

からあった」とのことで、「テレビ

やラジカセ、パソコンが同
どう

時
じ

に使
し

用
よう

されており、音
おと

が気
き

になっ

てしまう」ことから「イヤホンを使用
し よ う

する」ことや「テレビの

音
おん

量
りょう

は『16』まで」というルールができたようです。 

 また、大
おお

きな声
こえ

で話
はな

す、歌
うた

を歌
うた

うなどご利
り

用
よう

者
しゃ

によってさま

ざまでしたが、「歌
うた

いたいならカラオケに行
い

くべき」、「サロンを

利用
り よ う

するためには自
じ

己
こ

責
せき

任
にん

において、社会
しゃかい

ルールを守
まも

るべき」

といった意
い

見
けん

も出
だ

されました。テレビのボリュームやパソコン

使
し

用
よう

時
じ

のイヤホンについては、これまでも問
もん

題
だい

になっていたようですが、最
さい

近
きん

はイヤホン使
し

用
よう

も定
てい

着
ちゃく

し、テレビのボリュームについても守
まも

られてきているようです。 

 「音
おと

に過
か

敏
びん

なご利
り

用
よう

者
しゃ

もいるだろうから、大
たい

切
せつ

なルールなのでみんなで守
まも

らなければならない」

といった意
い

見
けん

や、「音
おん

楽
がく

は聞
き

く人
ひと

の好
この

みもあるから、好
す

きでない音
おん

楽
がく

を流
なが

されると、しんどくなっ

てしまうのでイヤホンは必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う。」といった意見
い け ん

が出
だ

されました。 

 全
ぜん

体
たい

的
てき

な意
い

見
けん

として、「みんな顔
かお

見
み

知
し

りであるが、だからこそ社
しゃ

会
かい

のルールやマナーを守
まも

ってい

く必要
ひつよう

がある」、「公
こう

共
きょう

の場
ば

であることを忘
わす

れてはいけない」という内
ない

容
よう

が多
おお

く見
み

られました。 

サロンは利
り

用
よう

されるみなさんの自
じ

主
しゅ

性
せい

が大
たい

切
せつ

にされる場所
ば し ょ

です。自主性
じしゅせい

を

大切
たいせつ

にするために、それぞれのご利
り

用
よう

者
しゃ

同
どう

士
し

の配
はい

慮
りょ

が必要
ひつよう

な場所
ば し ょ

です。ご

利用者
りようしゃ

のみなさんにとって、「安
あん

心
しん

して過
す

ごせる、安全
あんぜん

なサロン」となるよ

うに、ご 協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。 

 

  



 

 

 

 

 

 


